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長寿の秘訣は笑うこと
今号の表紙は、笑顔がとてもチャーミングな菅野トシ様です。
御年94歳のトシ様、赤いちゃんちゃんこを着られて敬老会の
主役です。写真はスタッフによる寸劇を鑑賞中の1枚。
今現在、杖歩行にて元気にデイサービスへ週2回通われてい

ます。トシ様のかわいらしい笑顔と明るいかけ声に、周りの皆
はいつも和やか。私達スタッフもたくさん元気をいただいてお
ります。
これからもずっとお元気で、来年も皆で敬老のお祝いをしま
しょうね。
「トシ様の笑顔にバンザイ！」

安全・安心・ゆとり
川俣ホームは、利用者の主体性と
自主性を尊重し、人間としての尊厳
に根ざした介護を進めます。
川俣ホームは、家族・地域社会と

の連携を密にし、あたたかい家庭環
境を築きます。



　お祭りといったら、やっぱり焼
き鳥ですね。行列が出来るほど
の「旨さ」！�
　川俣ホーム納涼祭、屋台メニ
ューで1番人気。「焼き鳥とビー
ル。やっぱり最高！！」�
「いらっしゃい、いらっしゃい　」�

おどり、皆様方、昔を
然と体が動きます。�

　今回は特別企画として「福引
きコーナー」を設置、福引き券を
手に皆様、豪華商品をみごとに引

き当て、福引
きを大変楽
しまれた様
子です。�

　今年　今年も皆さんが大変楽大変楽しみに
している「川俣川俣ホーム納涼祭納涼祭」が
開催開催されました。�

　今年も皆さんが大変楽しみに
している「川俣ホーム納涼祭」が
開催されました。�

り」、そして初めての
しました。�

　「私は、今年初めて参加したけどとっても
楽しかった」と感想を言って下さる方もおり、
大変盛り上がりました。�
　また来年も楽しみましょう。�

　8月10日から15日の1週間週間、毎年皆様毎年皆様が楽しみにして
いる夏まつりを行いました。今年今年はチケットを皆様皆様に配
り、チケットを引き替えに、わたあめ、水ヨーヨー、かき氷
にお好み焼き、わなげを楽しみました。�

　8月10日から15日の1週間、毎年皆様が楽しみにして
いる夏まつりを行いました。今年はチケットを皆様に配
り、チケットを引き替えに、わたあめ、水ヨーヨー、かき氷
にお好み焼き、わなげを楽しみました。�

　途　途中に小雨小雨の降るハプニング
にみまわれましたが、皆の想いが
通じ、終了時間時間まで、縁日、盆おど
り、そして花火と、夏の風物詩を楽
しむことができ、大盛況大盛況をおさめま
した。�

　途中に小雨の降るハプニング
にみまわれましたが、皆の想いが
通じ、終了時間まで、縁日、盆おど
り、そして花火と、夏の風物詩を楽
しむことができ、大盛況をおさめま
した。�

　会場の一角に「フォトコーナー」と題して、
写真撮影コーナーを設け、年に一度の夏祭
りを、ご家族と一緒に写真を撮って頂けるよ
うにしました。撮った写真は、すぐに現像し

お渡ししまし
た。ご家族に
とっても思い
出の1枚にな
ったのでは
ないでしょう
か？�

しなやかな手ぶりに皆様うっとり！！�

in 特養特養 川俣川俣ホーム�in 特養 川俣ホーム�

「何色が出るかしら？」真剣な表情です。�
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　この度、初の試みとして、手打ちうどんを行
いました。�
　川俣町在住・菅野様のご厚意によって実現
しました。ご利用者の目の前で打たれた、本
格手打ちうどん。皆様、その迫力に大変驚か
れていたご様子です。�
　打ったうどんは昼食に振
る舞われ、皆様いつも以上
に食が進まれていました。� 　おめでとうございます。9月13日、

今年も敬老会が行われ、ご利用者
様方の敬老の日をお祝いしました。�
　やはり、納涼祭同様に楽しみにさ
れている利用者様方が多く、和やか
な雰囲気で楽しい時間を過ごすこ
とができました。�
　「来年も楽しみだない」�

川俣町の副町長様より、ご利用者様
へお祝いの言葉をいただきました。�

　　　　川俣町麟生寺、新郷住職様に来園
　　　して頂き、皆で彼岸供養を行いました。�
　　　普段は明るく楽しい川俣ホームも、こ
の日ばかりは皆様合掌、礼拝など、昔からの
習慣を思い出されておりました。�

　夕暮の中庭では、「小
神やぐら会」のおはや
しによって、利用者と職
員が一緒に盆おどりを
楽しみました。�

　川俣町の盆お
思い出して自然

　
今
年
は
、九
十
歳
以

上
の
方
に
お
祝
い
の
赤

い
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
を

着
て
頂
き
ま
し
た
。�

　
な
ん
と
九
十
歳
以

上
の
ご
利
用
者
様
は

二
十
名
以
上
。
と
て
も

元
気
な
ご
利
用
者
様

で
す
。
来
年
も
皆
で
お

祝
い
し
ま
し
ょ
う
。�

　
嫌
が
る
娘
を
悪
人
達
が

連
れ
去
ろ
う
と
す
る
場
面
。�

「
お
と
っ
ち
ゃ
ん
。助
け
て
」�

　今年も皆さんが大変楽しみに
している「川俣ホーム納涼祭」が
開催されました。�

　今年の職員余興は、毎年恒例の「すずめ踊り
時代劇「水戸黄門」の2つを、皆様の前で披露し
　厳しい練習のかいあって、大成功？でした。�

　8月10日から15日の1週間、毎年皆様が楽しみにして
いる夏まつりを行いました。今年はチケットを皆様に配
り、チケットを引き替えに、わたあめ、水ヨーヨー、かき氷
にお好み焼き、わなげを楽しみました。�

　途中に小雨の降るハプニング
にみまわれましたが、皆の想いが
通じ、終了時間まで、縁日、盆おど
り、そして花火と、夏の風物詩を楽
しむことができ、大盛況をおさめま
した。�

　最後は、役者の職員とハイチーズ。�
ステキな笑顔ですね。�
次は、あなたが役者！？�

緊
張
し
な
が
ら
も�

役
者
デ
ビ
ュ
ー
の
黄
門
様�

真剣に�
セリフを読む�
黄門様�

in 特養 川俣ホーム�

　
九
月
十
四
日
〜
十
九
日
、敬
老
会
の

祝
い
を
行
い
ま
し
た
。�

　
お
祝
い
品
贈
呈
、長
寿
番
付
発
表
を

行
い
ま
し
た
。�

　
職
員
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
は
、水
戸

黄
門
の
寸
劇
。
職
員
の
演
技
に
、ご
利

用
者
様
は
大
笑
い
。
回
を
重
ね
る
ご
と

に
上
手
に
な
る（
　
）職
員
の
水
戸
黄

門
は
、楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
か
。�

　
ま
た
の
機
会
に
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス
劇

団
に
お
会
い
で
き
る
こ
と
で
し
ょ
う
。�

　
お
楽
し
み
に
。�

！？�

この腰の入った�
うどん打ちは�
素人ではマネ�
できませんね�

イヤ～�
たいしたもんだ!!
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個
人
情
報
保
護
法
に
よ
り
紙
面
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
写
真
は
個
人
の
承
諾
を
得
て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

朝晩もめっきり涼しく、秋の気配
ただよう今日この頃。皆様はいかが
お過ごしでしょうか。

最近になり近隣でも流行し始めている新型インフルエン
ザ感染予防のため、今年は敬老会の規模を縮小して行いま
した。そのため記事の枠も若干寂しくなってしまいました。
来年はその猛威も治まり、例年通り盛況な敬老会を開催で
きることを楽しみに、また、紙面でもその模様を隈なくお
伝えできるよう、委員一同頑張ってまいります!!

平
成
二
十
一
年
六
月
十
八
日
に
、（
財
）福

島
県
総
合
社
会
福
祉
基
金
よ
り
助
成
を
受
け

て
、
電
磁
立
体
炊
飯
器
が
、
当
川
俣
ホ
ー
ム

の
厨
房
に
納
入
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
冷
夏

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
厨
房
内
の
温
度
上
昇

を
例
年
よ
り
抑
え
る

こ
と
が
で
き
、
快
適

に
ま
た
安
全
に
調
理

業
務
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
後

も
各
機
器
類
を
駆
使

し
な
が
ら
、
さ
ら
に

ウ
マ
イ
食
事
の
提
供

に
精
進
し
て
い
き
ま

す
。

11月：芋煮会�
12月：クリスマス会、ケーキ作り（なごみ）�
1月：新年会�
2月：節分�

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て

電
磁
立
体
炊
飯
器
を

電
磁
立
体
炊
飯
器
を�

購
入
し
ま
し
た

購
入
し
ま
し
た�

電
磁
立
体
炊
飯
器
を�

購
入
し
ま
し
た�

年に一度のお楽しみ！今年
も「山木屋太鼓クラブ」が慰
問に来てくださいました。
新たな大太鼓も登場し、大

人顔負けの気迫が込もった演
奏に、時に涙を浮かべつつ、
皆様真剣に聞き入っていらっしゃいました。
こちらも恒例となっている演奏終了後の太鼓体験では、

クラブの皆様と利用者との
交流が図られました。皆様
満面の笑みで興味津々に太
鼓を叩き、また、子ども達
とのふれあいを心から楽し
んでいるご様子でした。

1
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
特
徴

①
強
い
感
染
力
を
も
つ
。

②
若
い
世
代
中
心
に
感
染
す
る
。

③
多
く
の
場
合
は
軽
症
の
ま
ま
回
復
。

④
た
だ
し
、
基
礎
疾
患
を
持
つ
方
を
中
心

に
重
症
化
し
た
ケ
ー
ス
が
み
ら
れ
る
。

※
こ
の
場
合
の
基
礎
疾
患
は

・
喘
息
、
腎
機
能
障
害

・『
ス
テ
ロ
イ
ド
』を
飲
ん
で
い
る
人

・
が
ん
患
者

・
妊
婦

2
、
主
な
症
状

・
悪
寒
、
頭
痛
、
筋
肉
痛
、
下
痢
。

・
急
な
発
熱
（
三
八
〜
四
〇
℃
）
三
七
・

五
℃
で
も
陽
性
の
反
応
が
出
る
こ
と
も

あ
る
。

・
潜
伏
期
間
は
一
〜
七
日
間
。
※
感
染
し

た
人
と
接
触
し
て
か
ら
、
自
分
が
発
症

す
る
ま
で
の
期
間
。

・
有
症
状
は
三
〜
七
日
程
度
。

3
、
か
か
ら
な
い
た
め
に
は
…

①
手
洗
い
・
う
が
い

『
直
接
的
な
接
触
』
に
よ
る
感
染
を
予

防
。
手
洗
い
は
石
鹸
を
用
い
て
し
っ
か

り
十
五
秒
以
上
！

②
マ
ス
ク
の
着
用

『
飛
沫
の
吸
入
』
に
よ
る
感
染
を
予
防
。

ま
た
、
既
感
染
者
が
マ
ス
ク
を
着
用
す

る
事
に
よ
り
、
周
囲
へ
の
感
染
の
広
が

り
を
防
げ
る
。

※介護認定を受けていない方もどうぞ!!�
　ご家族同伴で見学随時OK、�
　窓口まで申し出て下さい。�
　�565―2881

実施中�お試し利用体験�
デイサービス�

八
月
の
消
防
訓
練
で
は
、
非
常
通
報
連

絡
網
を
使
用
し
、
全
職
員
非
常
召
集
し
た

上
で
の
夜
間
消
防
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

召
集
後
の
各
職
員
は
「
通
報
連
絡
」、

「
初
期
消
火
」、「
救
護
」、「
非
難
誘
導
」
の

各
班
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
や
器

具
の
使
用
方
法
、

避
難
方
法
等
を
再

確
認
し
ま
し
た
。

万
が
一
の
事
態

に
備
え
、
い
ざ
と

い
う
時
に
即
行
動

に
移
せ
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
継
続

し
て
訓
練
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

夜
間
消
防
訓
練
を

夜
間
消
防
訓
練
を�

お
こ
な
い
ま
し
た

お
こ
な
い
ま
し
た�

夜
間
消
防
訓
練
を�

お
こ
な
い
ま
し
た�

信達福祉会メンタルヘルスケアの取り組みについて�信達福祉会メンタルヘルスケアの取り組みについて�
また来年も
楽しみに
待ってるよ♪

職員の「こころのサイン」を見逃さず、その相談に応
じたメンタルヘルス対策が出来るよう、この度、社会福
祉法人信達福祉会内にメンタルヘルス相談員を置き、サ
ポート体制がスタートしました。


